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研究用試薬 

抗 Hexanoyl-Lysine adduct(HEL)ﾓﾉｸﾛｰﾅﾙ抗体(5F12) 

使用説明書 

商品コード MHL-021P （凍結乾燥品） 

容量 20μg/vial 

由来 Balb/c マウス 

免疫原 hexanoyl 修飾 keyhole limpet hemocyanine 

用途 免疫組織染色（希釈濃度参考値：2μg/ml） 

クラス IgG1κ 

溶解方法 蒸留水 200μL を加えて溶解します。 

組成 抗 HEL ﾓﾉｸﾛｰﾅﾙ抗体 100μg/mL * 200μL（PBS pH7.4） 

Sucrose（保護剤として 5%）、BSA（保護剤として 1%）を含みます。 

特異性 ・以下の脂質過酸化物-修飾タンパク質について交差試験済み（交差性なし）： 

MDA, glyoxal, methylglyoxal, 1-hexanal, 2-hexenal, 1-nonannal, 2-nonenal, 4-hudroxy-2-nonenal 

保存 -20℃以下（凍結溶解の繰り返しは避けて下さい） 

使用期限 製造後５年間（-20℃以下で保存の場合） 
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